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守 政 毅 （九 州大学）

要　　旨

　本稿は 、華商の ネ ッ トワーキ ン グ活動を通 じた華人企業間の ネ ッ トワ
ー

ク構築の プ ロ セ ス と、それを促進す

る華人 ネ ッ トワ
ー

ク組織 の ブリ ッ ジ機能 に つ い て 明 らか にす る。

　華人は伝統的に東南 ア ジ ア で の 厳しい 社会 経済環境と対峙するため、業縁組織 を設立 して きた。シ ン ガ ポ
ー

ル 中華総商会 （SCCCI ）は、華人企業や業種別の華人商工 団体 を会員に 抱 える シ ン ガ ポ ール 最大 の 業縁組織 で

あ る 。 また 、SCCCI の 役員 は 政府、社会団体、商 工 団体 の 役員 を兼任 して い る。その た め 、　SCCCI は会員華人

企業や業種別 の 華人商工団体 、 そして 、 政府、社会団体、商工 団体との間に広範なネッ トワーク を形成 して い

る （第
一

の ブ リ ッ ジ機能）。 そ して、SCCCI 自体 も情報提供や セ ミ ナ
ー

や商談会な どの 活動を行うこ とで 、 華

人企業間の ネ ッ トワ
ー

ク構築を仕掛 けて い る （第二 の ブリ ッ ジ機能）。

　他方 、 華人企業の 過半数は華商に よる所有と経営が行われ る家族企業である た め 、華人企業の 意志決定は 華

商が握 っ て い る 。 その結果、華人企業間 の ネッ トワ
ー

ク搆築は 、華商が主体的に行 っ て い るの が実態だ 。 実際、

世界華商大会 （WCEC ）の ような企業 マ ッ チ ン グの 場 に は華商 自ら参加 し、多彩で 広範な華商同士 の 面識 を作

る た め ア ク テ ィ ブ なネッ トワ ーキ ン グ活動を展 開 して い る。また、他の 華商や中華総商会役員か らの 紹介や信

用付与 を利用 して、華商同士 の 弱い 個人間関係を形成 して い る 。 そ して 、い っ たん面識がで きれば、華商は そ

の 場 で フ ェ イス ・ッ ゥ
ー ・フ ェ イス の 商談を行っ て、事業 へ と結 び付 けようとす る。そ こ で は 、  共通 の言語

と文化習慣、  華 人系商 工 団体や華商 に よる信用付与、  華商と華人企業の信頼度、  事業に お け る利害 の
一

致 が 重要 で あ り、こ れ ら の 条件が 揃 っ た 場合に信頼関係 に 基 づ く華商同士 の 強 い 個 人 間関係 へ と強化 され る 。

　最終的 に は、商談 な ど を通 じて 信頼が確認 され両者 の 利害が
一

致する場合に 、 華商が華人企業同士を境界連

結 して 強 い 組織間関係を構築す る 。 さらに 、 華人文化に根ざ し た信用保証メ カ ニ ズ ム が加わ る こ とで、華人企

業 に よ る ネ ッ トワ
ーク志向の 経営が生まれるだ ろ う。 こ の よ うに して 構築 された華人企業間 の ビ ジネス ・ネ ッ

トワ
ー

ク を通 じて有益 な市場情報が交換された り、 取引や 共同事業が行わ れ る こ とで 、華人企業の経営ダ イナ

ミズ ム が創出 され て い る と考えられる 。

1 ．は じめに　
一

問題提起と研 究 目的 一

　東南ア ジ ア における工 業化政策を背景 に、1970年

頃から華人企業ω が急速な成長を遂げ て い る 。 東南

ア ジ ア総人口 の わずか 6％ ほ どしか占め ない 華人だ

が 、東南 ア ジ ア経済の約 3分の 1 を占め る 人 口 比率

とかけ離れた大 きな経済力を有 して い る （岩崎，

1997；1998；拙稿，2002a）。 さ ら に、華人企業は東南

ア ジ ア で は 主要産業の 要 を握 り、欧米
・
日本企業 の

現地パ ートナ ーである だけで な く、急速な経済発展

と巨大な市場を抱 える中国で の投資や ビジネス活動

の水先案内人 と して の 役割 も果た して い る 。 その た

め 、華人企業抜きに は東南ア ジア経済を語る こ とは

で きな い ばか りか 、今後の ア ジ ア 経済 の 飛躍 に と っ

て も欠か せ な い 存在 とな っ て い る 。

　
一

方、華人企業 の ビ ジネス は、「信用 （Xinyong）」

「関係 （Guanxi）」「家族主義 （Jiating　Zhuyi）」を基
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盤と した華人ネ ッ トワ
ー

ク に よっ て 支えられて い る。

共通 の 民族 、言語、文化と価値観を持つ 華人は 、 も

ともと血縁、地縁、業縁の 「三縁関係」で取 り結ば

れ た信頼関係に基 づ くネ ッ トワ
ー

ク関係を構築 して

お り、東南 ア ジ ア で 政治的な保護が受けられ ない 環

境の 中で 、横の つ なが りを強化 して 相互扶助 を行 っ

て い た 。 華人企業は、こ の ネ ッ トワ
ーク を通 じて ビ

ジネス 情報の交換 、
パ ートナ

ー
の 紹介、共同事業の

展 開な ど を行 うこ とで 、ダ イ ナ ミ ッ ク な経営を実現

する こ とが で きた。また、信用 を極め て重視する華

人社会で は、信用喪失は成員の ネ ッ トワ
ー

ク内部に

おけ る社会的地位 の 剥奪 に つ なが り、同時 に信用 を

蔑ろ にする者に対して強い 社会的 ・道義的制裁が課

せ られる。そ の た め 、華人企業の機会主義的行為は

抑制さ れ る こ とで 、ビ ジネス 上 の信用が保証 され る

こ と に な る 。 それゆえ に、華人企 業間に は信頼関係

が
一

旦築か れ たな らば、その 後もそ の 関係は続 き、

取引や共同投資などの協力を更に拡大 して い く場合

が多い 。 実際、胡 ら （2002 ）の華人 企業に対す る 実

証研究に よ る と 、 60％ 近い 華人企業は 他 の 企業 と安

定 した企業間ネッ トワ
ー

ク関係を構築 して い る 。

　 しか し 、 華人企業間の ネ ッ トワ
ー

ク関係が構築さ

れるため には、まず何 よ りも華商  同士 の信頼が醸

成され て個人間関係が構築され る必要がある 。 華人

企業は、こ こ数十年の発展に よっ て経営 の 現代化 を

図 っ て い る もの の 、現在で も家族経営 の 企業が 主体

と な っ て お り（胡 ら
，
2002；王望波，2001）、そ の 68％

が所有者 と経営者が
一

致 して い る特徴を持つ （王効

平 ，
2001 ；拙稿，2002b）。 その た め、華人企業 は ど

ん な に近代的な経営シ ス テ ム を採用 しよ うと、華商

の意志こ そが華人企業全体の 意志 で あ り、経営方針

は トッ プ ・ダ ウ ンで 下 され る の が
一
般的 で ある 。 そ

して 、全 て の 意志決定が華商に集中して い る 以上、

ビジネス活動に お い て華人企業同士を取 り結ぶ ネッ

トワ
ーク は華商に よ っ て構築される と示唆 される 。

　そ こで 本稿では、華人 ビ ジネス ・ネッ トワーク を

介 した華人企業の ビジネス 展開に 関する研究 に おい

て 、連結 ピ ン 組織で ある華人ネ ッ トワーク組織 の ブ

リ ッ ジ機能 と、華商 の ネ ッ トワ
ーキ ン グ活動を通 じ

た華人 ビ ジネ ス ・ネ ッ トワ
ー

クの 構築を分析する 。

そ して 、華商が広範で多様性に富ん だネ ッ トワ
ー

ク

を構築する こ とで 、自律的な華人企業間の連携が生

まれ、柔軟で ダイナ ミ ッ ク な企業展開が可能 となる

メ カ ニ ズム を明 らか にす る こ とを目的とする 。 なお 、

本稿 で は 研究対象と して 、華人 ネ ッ トワ
ー

ク組織 の

ブ リ ッ ジ機能 を分 析す る シ ン ガ ポ ール 中華総 商会

（Singapore　Chinese　Chamber 　of 　Commerce ＆

Industry；以下 SCCCI と略記する）と、 華商に よ る

ネ ッ トワ ーキ ン グ活動の 場 と して の 世界華商大会

（World　Chinese　Entrepreneurs　Convention；以下

WCEC と略記する）を事例 と して取 り上 げる 。

2．先行研究 の 限界 と本研究の 理論枠組み

2．1　先行研 究 とそ の 限界

　東南 ア ジア経済における華人企業の活躍 とそ の 重

要性が増 して きた こ とに よ り、こ れ まで華人 に 関す

る数多 くの研究が行われ て きた。特に、世界中 に張

り巡 らされ た華人ネ ッ トワ ーク に対す る 関心が高

ま っ て お り、 多彩な研究が展開され て きた 。 しか し、

多くの 論者は 、海外華人の相互扶助に と っ て の 華人

ネ ッ トワ
ー

クの 発展 と、それが持つ 意義に つ い て議

論 して い る もの の 、 経営 とい う観点 か らなぜ華 人

ネ ッ トワ
ー

クが華人企業の 成功をもた ら し得る の か

とい う議論 まで に は至 っ て い な い 。 む しろ 、華人

ネ ッ トワ
ー

ク の 存在が企業間の 信頼感を生 み、それ

が ス ム
ーズ な 企業間関係 を構築 して い る と い う、「華

人企業の 成功＝華人ネ ッ トワーク の存在」とい う議

論に留まっ て お り、そ の 内部 の メ カ ニ ズ ム につ い て

は 明 らか に さ れ て い な い
。

　 まず 、歴史学的 ア ブ ロ ーチ で は 、 膨大な歴史的史

料を基 に 世界各地 に点在する華人団体 （海外社団）

につ い て、華人コ ミ ュ ニ テ ィ
ー

の 環境変化 の なかで

辿 っ た華人社団の 発展過程、華人社団の 組織形態 、

華人 コ ミュ ニ テ ィ
ー内で の 相互扶助機能 につ い て論
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じて い る　（方 ・許編著，1995 ；李，1995）。 そ して、

その機能につ い て は、華人社団 （幇）を華人社会の

中心 に置き、華人 の排出、吸収 の 要諦を果し て い る

こ とを明 らか に して い る （市川，1987＞。さ らに社会

学的 ア プ ロ ーチ で は、社会的、文化的 な側面 に 焦点

を当 て 、儒教文化 に 根 ざした華人 の 家族主義 が ネ ッ

トワーク を生 み 、そ の ネ ッ トワークが ア ジ ア の経済

成長に貢献 した と論 じて い る （Redding ，1993 ；

Hamilton
，

1996）。 また、華人の ア イデ ン テ ィ テ ィ

に焦点 を当て た議論 で は、その 多様性 や 変容に伴 っ

て華人ネッ トワークが 多元化、多層化 して い る実態

を 「虹」に 見立 て なが ら説明 して い る （陳，2001）。

そ して 、経済学的 ア プ ロ
ー

チ で は、取引コ ス トア プ

ロ
ー

チ に依拠して 、不完全市場に おい て華人ネッ ト

ワ
ークが信用機能を発揮する こ とによ る経済的優位

性を論 じ て い る （Wu ，
2000 ；Tan ＆ Yeung

，
2000 ）。

　華人企業は
、 実際に華商に よる ネ ッ トワーク形成

を通 じて ビ ジネス 展開を行 っ て い る 。 しか し、い ず

れの ア プ ロ ー
チでも華人ネ ッ トワ

ー
クをキ

ー
ワ
ー

ド

に しなが ら 、 華人型企業経営の実態を解明し、理論

的に説明する研究は未だ十分に は行わ れ て は い ない 。

それゆえ に 、どの ような メ カ ニ ズ ム に よ っ て華人

ネ ッ トワーク の 柔軟性と拡張性が形成 ・発揮 され、

ネ ッ トワ
ー

クを介 した華人企業 の ビ ジネス が ダイナ

ミ ッ ク に行われるかを実証的に明らか にする必要が

ある だ ろ う。そ こ で 本稿 で は、先行研究 の 限界 を補

うた め に、事業化を展望 した華商に よ る華人 ネ ッ ト

ワ
ーク の 形成 プ ロ セ ス と、そ れ を促進す る華人 ネ ッ

トワ
ー

ク組織 の ブリッ ジ機能 とい う側面に視点を置

い て論 じる こ と とする 。

2．2　研究の 枠組み

　（1）強い 紐帯 と弱 い 紐帯

　本稿で は、まずネッ トワ
ーク論 に おけ る 先行研究

の蓄積を踏まえて 、華人ネ ッ トワ ーク を論じ る 上 で

重要 な理論 フ レー
ム ワ

ー
クを提供する 。

　Granovetter（1973 ；1982）は、「弱 い 紐帯 の 強 み 」

の パ ラ ドクス につ い て 明 らか に した。まず、紐帯の

強さ を 「紐帯を特徴付ける接触時間の 長 さ情緒 の 強

さ、親密 さ （相互信頼 ）、互恵 的サ
ービ ス の 結合」

（Granovetter，1973，　 p．1361 ）と定義 し、紐帯 の 強

弱 に よ る 機能差 を論 じて い る。強 い 紐帯 （strong 　tie）

は、ミ ク ロ な 内部で の 親密な繋 が りを 生 む が 「全般

的な断片化 （fragmentation）を引き起 こ して」 （上

掲書，p．1378）マ ク ロ の社会や コ ミ ュ ニ テ ィ
ーは 閉鎖

されたクリ
ー

ク （chque ）に分断され て しまう。 これ

に対 して弱い 紐帯 （weak 　tie）は 、「強い 紐帯 で 作 ら

れ る凝 集 性 の 高 い ク ラ ス タ
ー

同士 をブ リ ッ ジ

（bridge）する機能を持ち」（上掲書，　p．1364 ）、「ネッ

トワ ーク に おける エ ゴ の 操作性だけで な く、ア イ

デ ィ ア 、影響力、情報を狭い クリ
ー

クの 外 に も遠 く、

広 く伝達 す るチ ャ ネ ル と して も重要」 （上掲書 ，

p．1370）だ と指摘する 。 さらに 、 「転職」の 実証研究

（Granovetter， 1974 ；1995 ＝ 邦訳 1998）では、知人

と の 弱 い 紐帯が、自分 と別 の サ
ー

ク ル に属す る 異質

性や 多様性の高い 情報を広範囲に もた らす可能性 を

明らか にして い る 。 すなわ ち、弱い 紐帯は、凝集性

の 高い クラス タ
ー

同士 をブ リッ ジする機能を持つ の

で、高い 情報の伝達と収集が 可能に なる と考えられ

る （表2−1＞。

　以上 の 議論か ら、華人企業が 地域 や 国を超え 、

様々 な業種や事業分野 で ビ ジネス を展開す る 他 の華

人企業 との 組織間関係を構築す る た め に、ま ず広範

で多様性に 富ん だ弱い 紐帯を構築す る と想定 され る 。

さらに 、 弱い 紐帯の ブ リ ッ ジ機能を利用して 、容易

に他の華人企業との ネッ トワ
ー

クを構築で きるだろ

うし、その情報伝達機能に よっ て ビジネス に有益な

異質性の高 い 情報を獲得で きる だ ろ う。 しか し、弱

い 紐帯 の ままで は華人企業間の信頼度は低 く、実際

の ビジネス関係や共同事業は生まれ に くい だ ろ う。

そ の ため、関係性 の 密度 や信頼性 を高め る こ とで 強

い 紐帯へ と転換 して い る と示唆 され る 。
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華 商の ネ ッ トワ
ー

キ ン グ活動 と華人ネ ッ トワ
ー

ク組織の ブリ ッ ジ機能 （守）

表 2−1 弱 い 紐帯 と強 い 紐帯

弱い 紐帯 （Weak 　Ties） 強 い 紐帯 （Stmng　Ties）

両端の 関係 知人 、 淡い 関係者 家族、親戚、親 しい 友人や仲間

関係性 の 密度 低い 高い

両 端 の 類 似性 低い 高い

紐帯の 広 さ 広 い 狭い

ブ リ ッ ジ機能 果 た しうる 果た さない

構成 員の 信頼度 頼 りに な らない 頼 りに なる

紐帯が果 たす役割 ネ ッ トワーク 間の 情報伝播 ネッ トワ
ー

ク内部で の 信用獲得、情報の 共 有

（出所） GTanovetter（1973）
“
The　StTength　of　Weak 　Ties”　American　Journal　ofSociology ，78（6），　pp．1360 ・1380とGranovetteT（1982）

　　　
“
The　strength 　of　weak 　ties：A 　network 　theory 　revisited

”
　Marsden 　and 　Lin （eds ．）Socia1　Structure　and 　Network　Analysis，

　　　 Newbury 　Park ，　CA ： Sage，　pp．105・130 を基 に 作成。

　（2）連結 ピン 組織

　Aldrich＆ Whetten （1981）は、ネ ッ トワ
ー

ク形

成の モ デル として、組織の ポピュ レーシ ョ ンが緩や

か に連結され 、 階層的に差異化されたネ ッ トワ
ー

ク

構造 を維持 しなが ら適応 し、連結ピ ン 組織 （linking−

pin　organizations ）へ の紐帯に よ っ て統合され る と

論 じる 。 そ して 、この 連結 ピ ン 組織は、  組織間 の

コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・チ ャ ネ ル 機能、  資源、情報、

顧客を移転する こ とに よ っ て第三者を連結する機能、

  支配的な組織 の 場合、他 の 組織か ら模倣 され る モ

デ ル の役割を果た した り、ア ク シ ョ ン セ ッ トの行動

を活発に指揮 した りしながら他 の 組織 か らの 依存を

引 き出す機能、とい う3 つ の 機能を持 つ と説明して

い る （上掲書，p．391）。そ して 、こ の ような連結ピ ン

組織は、支配的な、も し くは地位 の 高 い 組織が 中心

的な地位を 占め る こ と に な る 。 とい うの も支配的組

織は 、 そもそもその ような地位 を目指 して 戦略的 に

策動 した り、パ ワーを保持する た め の 手段と して組

織間関係を操作 した りして、連結機能を実現する か

らである 。

　以上 の 議論か ら、緩やかに連結 され、階層的に差

異化された紐帯を持 っ たネ ッ トワ
ー

クが結節する華

人ネ ッ トワーク組織 （社団 や幇）は、メ ン バ
ー

同志

の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン、資源情報の移転、相互作用

を促進 し、華人企業同士を連結する ブ リ ッ ジ機能を

持つ と示唆され る 。

3．事例 1 ： シ ン ガポ
ール 中華総商会 （SCCCI）

　 一華人ネ ッ トワ
ーク組織 の ブ リ ッ ジ機能

一

3．1 調査方法

　本章で は まず、華人企業間の ネッ トワーク構築を

促進す る ブ リ ッ ジ機能 を説明す る た め、華人 ビジネ

ス 界 の 連結ピ ン 組織で あ る シ ン ガ ポール 中華総商会

（SCCCI ）を事例 と して 取 り上 げる 。 な お 、こ の事例

研究を行うた め 、 2002年 12月 18 日〜12 月 25 日に

イ ン タ ビ ュ
ー

を行い 、商工事務助理、研究 ・出版高

級主管、行政 ・特別項目主管に 2 時間に わた りイ ン

タ ビ ュ
ー

に 応 じて頂い た。さらに、イ ン タ ビ ュ
ー内

容を補足する ため、SCCCI 発行の 会員向け各種資料

を活用 した 。

3．2　SCCCI の 概要

　 SCCCI は 1906 年 に 設 立 され 、シ ン ガ ポ ール に お

ける華人業縁組織 の 中で最大 の 影響力を誇る 。 活動

目的 は、「シ ン ガ ポ ール の商工 業の 発展と経済繁栄 の

向上 と促進に尽力 し、文化活動 と教育活動 を展開 し、

社会福祉を提唱する」（『放眼四海　新加坡中華総商

会九十周年記念特刊』 よ り）こ とで あり、 華人企業

同士 の 交流 を推進 し、華人企業の 利益を代表 して そ

の対外交流、発展を図る商工団体 で ある 。 また、業
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種別の 華人商工団体を統括す る こ とに よ っ て、業縁

組織間の 交流 を促進して い る 。

　組織は大きく会員大会、董事会 （理事会）、常務董

事会 と、董事会 の 決定 を実行す る 総務、財政、経済、

情報技術 、国際貿易、商務、工 業、産業、教育、文

化、社会事務、会員 ・外事 とい う12 の 委員会 か ら構

成され て い る 。 それ に加え て、シ ン ガポール 中華総

商会産業管理委員会、中華総商会産業私人有限公司、

シ ン ガポール中華総商会企業管理学院、シ ン ガポー

ル 中華総商会基金、孫中山南洋記念館有限公司か ら

構成 され る シ ン ガポ
ー

ル 中華総商会附属機構が併設

さ れ て い る 。 常務董事会 （常任理事会）は、選挙で

選ばれた会長 1名、前会長 1名、副会長 3 名、12の

委員会の 正副主任24 名、お よ び 37名の 董事 （理事）

の 合計 66名から構成 され、董事会休会中の 緊急か つ

重要な事務の 処理、董事会で の 議決事項の 執行監督

を行う。 また 、 各委員会は董事会で の決議事項を実

際に執行する が 、日常の事務は秘書処が サポー
トし

て い る。

3．3　SCCCI の 第一
の ブ リ ッ ジ機能 ：

　SCCCIの 会員と董 事が織 り成す ネ ッ トワーク

　（1）会員構成

表 3−1　シ ン ガ ポール 中華総商会の 会員構成

準個人会籍 （個人会員） 419 人

商号会籍 （企業会員） 2，647 社

製品分類 1，813社

サ
ービス 分類 833社

商団会籍 （華人商工団体会員） 73団体

合計 3，139

（資料）『資匯 （Encounter＞会員名録 （Directory）2001 』2001

　 　 　年 よ り作 成。

　 SCCCI の会員は、大きく「商号会籍 （企業会員）」、

「商団会籍 （華人商工 団体会員）」、「準個人会籍 （準

個人会員）」の 3種類 から構成 され て い る （表 3・1）。

全会員数は 3，139 に達 して い るが 、 そ の うち企業会

員 には 2，647社が加入 して い る。また、華人商工団

体 （73 団体）も傘下 に治め て お り、その 殆どが業種

別の 商工 団体で ある 。 以上 の こ とから、SCCCIは シ

ン ガ ポ ー
ル 華人 ビ ジ ネス 界 に おけ る 支配的組織 で あ

り、会員 で あ る 華人企業や 華 人 商 工 団体との 関係 が

織 り成すネ ッ トワ
ークが 結節 して い る 連結 ピン 組織

で ある とい えよう。

　 （2）董事の選出方法と役職兼任

　 SCCCI の 董事 （役員）は、29 名の 常務董事と 37

名の 董事から構成 されて い る 。 董事の 任期は 2 年間

で あり、選挙に よ っ て 選ばれ る 。 SCCCI は商工 団体

で あ る が、企業会員、華人商工 団体、準個人会員か

ら成 り立 っ て い るた め 、それぞれ の 代表が バ ラ ン ス

よ く選出 される よ う、 4段階の 選挙制度が採 られ て

い る （ヒ ヤ リン グ よ り）。 第1段階 で は、現任の 董事

から企業会員 ・準個人会員 12名 、 商工 団体 3名が再

選され る 。 第 2段階で は、商工 団体会員か ら新たに

17名が選出され、第 3段階で は、企業会員 ・準個人

会員か ら新た に 26名が選出 され る。最後の 第 4段 階

で は、中華総商会会員 の 中か ら7名の幇派 （福建，潮

州，広東，三江，大埔，梅県，海南）代表が 推挙 さ

れ る 。 そ れ に 前会長 が加わ り、合計 66名が選出 され

る。董事は、SCCCI の様 々 な活動に対す る協力や 、

会員企業、シ ン ガ ポ ー
ル 政府、華人団体な どとの 調

整役を担 っ て い る 。 そ して 、 行政 ・特別項目主管に

よ る と、董事は 、「会員に信頼 され、人望 の ある人物

である こ と、政府機関、企業 、 各種団体との 関係を

持つ こ とが期待され て い る 。董事 を選挙 で 選ぶ の も、

華人社 会で信任の厚い 人物を選ぶ意味合い がある」

（ヒ ヤ リ ン グより）とい う。

　 さ ら に、SCCCI の 常務董事は、全員が華人企業 の

経営者で あ り、しかも華人商工 団体、政府、社会団

体、学校 ・病院の 役員を数多 く兼任 して い る （表 3−

2）。 そ の結果、SCCCI には、彼らを介して役員を兼

任 した機関 ・団体 との 多様なネ ッ トワーク が構築さ

れ る の で 、 連結ピ ン組織と して の機能が 強化される
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表 3−2 常務董事の役職兼任状況 （N ＝ 29）

董事
一
人あた りの

平均兼務役職数

役職兼務者数 役職兼務する

董事の 割合（％ ）

企業 6。6 29 100．0

政府委員会 1．2 16 55．2

商 工 団体 0．3 5 17．2

華人団体 0．8 17 58．6

学校 ・病院 1．1 18 62．1

社会団体 1．0 12 51．4

（資料）　 『シ ン ガ ポール 中華総商会 第五 十
一

届董事名冊 』よ り作成。

だ ろ う。

　この ように、SCCCIには華人 ビ ジネス 各界の 多様

なス テ ーク ホ ル ダーが 会員と して所属 して い る 。 さ

らに、SCCCI の 董事は華人企業の 経営者 （華商）で

ある ば か りか 、そ の他の 各種機関
・
団体の役員も兼

任 して い る 。
こ れ ら 2 つ が織 り成す ネ ッ トワ

ー
ク が

SCCCIに結節する結果、ある華人企業が 幅広く他の

華人企業や、政府や各種団体 との 関係 を構築 した り、

情報収集を行 い た い 場合 、 まずSCCCI が両者の関係

を連結 して くれるの で、華人企業は他の 華人企業や

他の団体との問に 「唯
一

の ル
ー

トを提供 して くれる」

弱 い 紐帯を容易に構築する こ とが で きる だ ろ う 。 こ

れが SCCCI の 持 つ 第一
の ブ リ ッ ジ機能で ある 。

3．4　SCCCI の 第二 の ブ リ ッ ジ機能 ：

　SCCCI の 各種活動 に よる ネ ッ トワーク構築

　 （1）SCCCIへ の 期待と 要望

　華人企業は、SCCCI に様 々 な期待や要望 を抱 い て

参加して い る 。 それ らを大きく分ける と、 （1）会員

企業や地元市場に関する情報提供、（2）会員企業と

の経営経験の交換や パ
ー

トナ
ー

作 り、（3）中華総商

会加入 に よ る評価、知名度、信頼の獲得、（4）海外

との ネ ッ トワ
ー

ク作 りの 4点に集約 で きる （SCCCI

会誌 『華商』2002 年 45 月号、6 月号、7 月号、およ

び ヒ ヤリ ン グに よ る） 。 こ れ に対し、SCCCI は 自身

の持つ ネ ッ トワーク を駆使しなが ら様々 な活動を展

開する こ とで 、華人企業の期待や 要望を満足させ 、

情報やネッ トワ
ーク形成の場を提供 して い る 。

　（2）SCCCI の 情報提供 と企業 マ ッ チ ン グ活動

　SCCCIは、多彩な活動を積極的に行 うこ とで 、華

人企 業同士 の ネ ッ トワ
ー

ク構築 を仕掛け て い る。

2001 年 に は 通算 129 回 の 活動 （平均 3 日に 1度）を

行 っ て お り、
セ ミナ ーや講習会の 開催 、 海外視察団

の 派遣、会員誌 『華商』や会員名簿とい っ た各種資

料を通 じた情報提供 を通 じて、華人企業 の マ ッ チ ン

グ の場を提供 して い る とい え る （表 3・3）。

　まず、SCCCIは、シ ン ガ ポール内外 の 華人企業や

市場動向に関する情報提供に力を入れて い る 。 実際

に 「ビジネス 関係 と国内外情報の提供」（3回）や 「経

済動向、ビ ジネス ・チ ャ ン ス などに 関する刊行物 の

発行」（5 回）、「既存 また は新興市場の経済資料や統

計デ
ー

タ の 収集と分析」（7回）、「取引や工 商事務 で

の問合せ処理」（2 回）を行 っ て 、 華人企業同士 の 橋

渡 しが円滑 い くよ う努力 して い る 。 例えば 、 会員名

簿の 発行や会員誌 「華商』で の 新規加入企業の 紹介、

「世界華商網絡」（http：〃www ．wcbn ．oom ．sg〆）を通 じ

た 世界 160 力 国 の 華人企業情報の登録・提供 、 SCCCI

ホ
ー

ム ペ
ー

ジ （http：〃www ．sc  i．or替sg1）を通 じた市

場動向や会員企業の事業展開に関する情報提供など

が行われて い る。さらに、電話や直接 の 問 い 合わ せ

に対応 で きる 窓 口 や、SCCCI 本部ビ ル 内に資料室 を

設け、新規ビジネス の パ ートナー企業探 しや国内外
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表 3・3 　シ ン ガポ
ー

ル 中華総商会の活動 （2001年）

商工 業の 発 展 と経 済繁 栄の 向上
文 化活 動 と教育

・
訓 練 の

普 及 と 社会福 祉 の 奨励

政府 と民 間機 閧 との

密接な 関係の 発展
その 他 合　 計

　 活動

　 内容

委員 会

彡
ネ
ス

関

係
と

国
内

外
情

報
の

提
供

と 海
友 外
好 へ

関 の

係 経
の 済
強 ・
化 貿

易

視
察
団
の

派
遣

の 商

講 業
座　

’
’
科

座 学
談 技

会 術、　　　、
展 経

覧 済
会 等
の に

開 つ

催 い

て

ど 経
に 済
関 動
す 向
る　

’
刊 ビ

行 ジ

物 ネ
の ス

発 ・
行 チ

　彡
　 ス

　 な

統 既

計 存
デ ま
1 た

タ は

の 新

収 興

集 市
と 場
分 の

析 経

済
資

料
や

マ
ダ
1
会
員

に
よ

書
ジ
ネ
ス

発

展

取
引

や
工

商
事

務

莠
問

合
せ

処
理

リ 経
キ 営
ユ 　　　

、
ラ 言
ム 語
実　

’

施 コ

　を

　予
　 タ

　 1

劵

活 文
動 化
の 　　

’
開 教

催 育
関

係
の

講

摩

座

莢
飛

表

彰

奨

学
金
の

授
与

慈
善

事

業

奘
蠹
祉

政
府
や

司

法
機

関
と
の

定

期
的

対
話

政 政
府 府
へ か

の ら

陳 の

情 最

新
経
済
政

策
の

伝

遷

華
人
企

業

家
間
の

関

係
構

築
維

持

総 務 2 114

経済 22957 2 15 134

情 報技 術 115 29

国 際貿易 168 24

商務 8 3 112

工 業 16 1 17

産業 1 12

教 育 1 1

文化 1 4 5

社会事務 1 4411 11

会 員外事 1 2 7 10

合 計 319485722512124586129

（資料 ）「新加 坡中華総商会　会務宗 旨」（『放眼四海　新加坡 中華総商 会九 卜周年記念特刊』1996 年）を もと に シ ン ガ ポ
ール 中 華総

　　　 商会の 活動内容分類 を作 成 し、『常年報告書 （Annual 　Report2001 ） 2001 年 』 に基 づ い て 集 計 し た。

で の ビ ジ ネス 展開 に参考 とな る情報も提供 して い る

（ヒ ヤ リン グより）。こ の ように、SCCCIに よ る 広報 ・

情報提供を利用 して 、華人企業は ビジネス 情報を手

に 入れた り、新たな取引企業や 事業パ ートナ
ー

企業

を探す手掛 か りを 得 た り して い る 。

　さらに華人企業の ネ ッ トワ
ー

ク構築 の 場 と なりう

る 「商業 、科学技術、経済等に つ い て の 講座、座談

会、展覧会 の 開催」（48回）、「華人企業家問の 関係構

築維持」（8回）、 「海外へ の経済 ・貿易視察団の派遣

と友好関係 の 強化」（19回）は、SCCCI に とっ て主

要活動の
一

つ とな っ て い る 。 例えば、2001年 7月に

「第 5 回イ ン タ
ーネッ ト商業大会 （ICC ）」を開催 し

て 、中小 企 業へ の イ ン タ
ー

ネ ッ ト技術普及 の啓蒙や、

サービス 提供企業に対する商談の 場を提供して い る 。

また 、SCCCI は 海外と の ネッ トワーク構築の た め、

2001年だけ で世界 20 力国か ら通算78回の視察団を

受け入 れ 、シ ン ポジ ウ ム な どの場を通 じて シ ン ガ

ポール の華人企業との 関係作 りを促進 して い る 。 そ

の他 に も 「華人企業家間の 関係構築維持」（8 回）と

して 、ゴ ル フ コ ン ペ 、春節祝賀会などの 文化行事 も

多数開催 して い る （「常年報告書 2001年』）。そ して、

い ず れ の セ ミナ ーや商談会で も休憩時間の コ ーヒ ー

タ イム や会食の 場が設け られ、華人企業の 代表者同

士が親睦を図 り、面識を作れ る ような仕掛けが組み

込 まれ て い る （ヒ ヤ リン グより）。

　以上 の よ うに、SCCCI は華人企業や華人商工団体

などの 会員、政府、商工団体とい っ た関係機関 を巻

き込み なが ら、組織が持つ ネ ッ トワーク を駆使して

情報提供 を行 っ た り、各種 の セ ミ ナ
ー

や 商談会 を開

催 して 、 華人企業間にネ ッ トワ
ー

クが構築される よ

うに仕掛けて い る 。
こ れ が SCCCI の持つ 第二 の ブ

リ ッ ジ機能で ある。
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3．5　SCCCI の 信用付与機能

　SCCCIは 100年近い 歴史を持ち、有力華商企業や

業種別商工団体を多数会員 に抱える シ ン ガ ポ
ー

ル 最

大の華人商工 会で ある 。 その た め、シ ン ガポール ・

ビ ジネス 界 に お い て高い 名声を得て お り、華人企業

に とっ て も会員なる こ とは
一
種の ス テ

ー
タ ス とな っ

て い る 。 実際、会員企業も、「SCCCI に加盟する こ

とで 当銀行の 知名度が上が り、会員との関係も築け

る もの と信 じて い る」（馬来亜銀行、『華商』2002 年

6月号よ り）、「SCCCI は、シ ン ガ ポ ー
ル 華商 の 代表

であり、SCCCI に加入する こ とで顧客信頼度も増す

だ ろ う」（汎昇フ ァ ス ナ
ー
有限公司、『華商』2002年

7月号 よ り）、「SCCCI に加入する こ とで 、自社の知

名 度 が ア ッ プ し て 信 用力 が付 い た 。 それ か ら、

SCCCI の活動に は社長自身が直接参加する こ とは、

商談や信用力の 上 で 重要なの で 、出来る 限 り参加 し

て い る」（High　Mean 　Ltd．の Djoko社長へ の イ ン タ

ビ ュ
ーよ り）〔3） とい っ た声が聞かれる。こ の こ とか

ら、SCCCI が持つ 知名度や名声が 会員企 業に付与さ

れ る こ と で 信用力 が 増 し （SCCCI の 信用付与機能）、

他の 華人企業と の 関係を構築で きる と考えられる。

4．事例 2 ：第 7 回世界華商大会 （WCEC ）

　華商の ネ ッ トワ ーキ ン グ活動を通 じた ビジネ

　ス ・ネ ッ トワ
ー

ク の 構築

4．1 調査方法

　本章で は 、連結ピ ン組織や紹介者の 橋渡し機能を

利用 し なが ら、広範な華人 ビ ジネス ・ネ ッ トワ
ー

ク

を 形成す る 華商 の ネ ッ トワ
ーキ ン グ活動 を議論する

ため 、 世界華商大会 （WCEC ）の 事例 を取 り上げる。

なお 、
こ の 事例研究を行うため 、 2003年 7月 26 日

〜7月 30 日に筆者が実際に WCEC に参加 して参与

観察を行うと共に 、 大会中 に 配布された資料も補完

的に活用 した 。 そ して 、SCCCI と WCEC の事例に

つ い て さらに詳しい 情報 を得 るため に、2003年 7月

26 日〜8月9 日 に マ レ
ー

シ ア とシ ン ガ ポ
ー

ル に おい

て華商に対 して イ ン タ ビ ュ
ー

を実施 した 。

4．2　第 7 回 WCEC の 概要

　（1）WCEC の 開催主旨

　世界華商大会 （WCEC ）は、1991年に シ ン ガポ
ー

ル 中華総商会の提唱、及び香港中華総商会、タイ中

華総商会と の 三 者 の 共同呼び かけに よ っ て 創立 され

た。そ して、「華人の刻苦勉励で 、強靱 な創業精神を

発揚 し、相互 理解を深め 、経験と情報を交換 し、と

もに関心 の あ る問題 を語 り合 うこ とに よっ て 、居住

国家や 地 域 の経済発展 と社会進歩に貢献する」こ と

を趣 旨と して 、2年毎に開催される華人企業家 に よ

る世界規模の大会となっ て い る 。 世界各地の華商同

士が関係を構築 し、交流す る場で あ り、世界貿易、工

業、経済な どの重要課題に つ い て議論する ビジネ

ス ・フ ォ
ー

ラ ム で もある 。 そ の ため、この 大会 は 世

界各地 の華商が
一

堂 に 会 し、寝食を共 に しなが ら

パ ー
トナ

ー
や ビジネス ・チ ャ ン ス を開拓した り、相

互理解をはかる絶好の機会 とな っ て い る。

　 （2）第 7回 WCEC の 開催目的 と主催機関

　世界中 に広 が る華人 企 業の ビ ジ ネス 交流 、情報交

換 の 場 と な っ て い る 第 7 回世界華商大会が 、2003 年

7月 27 日 （日）か ら 30 日 （水）に かけて マ レ ーシ ア

の クア ラル ン プ
ー

ル で 開催され た 。 そ して、大会の

テ
ー

マ は 「世界の華商は心 を
一

つ に 、 世界企業との

共存共栄を図 ろ う」 とし、開催目的に は 「華人ネ ッ

トワ
ー

ク を通 じた華商の 関係構築、情報 ・経験 の 交

換 とともに 、マ レーシ ア華商が国際 ビ ジネス に おけ

る 貢献 を期待す る」が掲 げ られ た （『大会資訊手册』）。

　 この 大会の 主催団体は 、マ レ
ー

シ ア で最大の華人

商 工 団体で あ る マ レ
ーシ ア 中華 工 商連合会 （the

Associated 　Chinese　Chambers　of 　Commerce 　and

Industry　ofMalaysia ：ACCIM ）であっ たが 、
マ レー

シ ア政府も国際貿易・工業省を中心 と して 開催を全面的

にバ ッ クア ッ プ した 。 その背景に は 、 ア ジア における華

人ネ ッ トワ
ー

クが再評価され、東南ア ジ ア各国は こ れ

を利用するこ とで 華人企業と世界経済とを結び、さ ら

なる自国経済の 発展を目指そうとい う事情があっ た 。
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国 際 ビ ジネ ス 研 究 学会 年 報 2004 年

4．3　参加者構成

　（1）WCEC 参加者と各国の 中華総商会の役割

表 4−1 第 7回 世界華商大会各地区出席者数

　　　 　　　　　　　　　　　　 （単f立 ：人／ ％ ）

国 ・地 域 団体 申込 個人 申込 合司

マ レ
ー

シ ア 1，207 721 ，279 （4L8 ％ ）

中国 945 16961 （3L4％）

香港 158 4162 （5，3％）

マ カ オ 26 26 （0，8％ ）

台湾 2 2 〔0．1％ ）

日本 43 144 （1．4％ 〉

韓国 39 39 （1．3％ 〉

シン ガポ
ール 99 12111 （3，6％ ）

イン ドネシア 203 8211 （6．9％ ）

ブ ル ネ イ 25 25 （0．8％ ）

ベ トナ ム 33 33 （1．1％ ）

タイ 37 37 （L2 ％ ）

ブ イ リ ピン 15 15 （0．5％ ）

ア メ リカ 17 17 （0．6％ ）

イギ リス 6 1 7 （0．2％ ）

カナ ダ 16 218 （0．6％ ）

フ ラ ン ス 23 23 （0．8％〉

ドイツ 6 6 （0，2％）

イ タ リ ア 32 32 （1．0％）

オース トラリア 10 313 （0．4％）

ボ リビ ア 2 2 （0．1％）

合計 2，936（95．9％） 127 （4ユ％〉 3，063 （10〔岡

（出所 ）「亜 洲 週 刊 』 2003年 8 月 3 日号 よ り作 成。

か に な り、 海外華人企業と中国企業との結び付きが

深まっ て い る こ とが 推測され る 。

　参加者構成 の 第二 の 特徴は、殆どの 出席者が各国

の 華人組織 を通 じた団体 申し込 み で あ っ た点で ある。

団体 申込 の 参加者は 合わ せ て 2 ，936 人 と全体 の

95．9％ を占め 、殆どの 参加者が各国の 華人商 工 団体

を通 じ た参加で あ っ た実態が 明 らか に な っ た 。 それ

は 、 各国の 中華総商会が主体的に参加者を募っ て い

る こ とに起因する が 、華人企業に と っ て も団体で行

動す る方が他 の メ ン バ ー
との 面識が作 り易 い こ とも

理由に挙げられ る 。
つ ま り、「総商会の メ ンバ ー

には

知 り合い の 華商も多い し、食事や レセ プ シ ョ ン の 際

に は仲間の 会社を紹介して貰えるか ら何か と心強い 」

（K −City社の 鄭俊雄マ
ー

ケテ ィ ン グ
・
マ ネージ ャ

ー）、

若しくは 「WCEC に
一

緒 に参加 した総商会の役員自

身も、参加会員企業が世界中の 企業とパ ー トナー関

係を築ける ように努め て い る」（シ ン ガ ポ ール 中華総

商会の 李秉萱教育委員会副主任）とい うように、各

国の 中華総商会を通 じて参加し た方が 、会員企業や

中華総商会の 紹介を受け易 い の で 、新 しい ネ ッ ト

ワ
ー

クを構築 しやす い 。 筆者 自身も日本中華総商会

の メ ン バ
ー

に 加え て貰 っ たが、その こ とに よっ て大

会中 に サ ン リ オ ン
・イ ン ターナ シ ョ ナ ル株式会社 の

杜宏代表取締役に、華人企業の経営に詳 しい 華商や

華人系学者を紹介され た り（後述）、参加メ ン バ ーか

ら華人 ビ ジネス の 内実に つ い て話を聞 く機会を得ら

れ る と い っ た メ リ ッ トが あ っ た 。

　第 7回世界華商大会は、世界 21か国か ら3
，
063人

の 華商、華人団体役員、研究者、そ の 他外国人を迎

えて 盛大 に 開催 された （表4−1）。歴代大会を振 り返 っ

て も、 今大会は南京で 2001年に開催された第6回大

会に次 ぐ参加規模を誇 っ た 。 参加者構成の第一の特

徴は、まずマ レ
ー

シ アが 1，279人 （41．8％ ）と最 も多

い が、中国が 961人 （31．4％）とそ れ に次 ぐ規模で

あ っ た点で あ る 。 こ の こ と から、世界的な華人 ネ ッ

トワ
ー

ク に中国が積極的に参加して い る こ とが明ら

　（2）ネッ トワーキ ン グ活動の 主体

　世界華商大会 に参加 した華商 の 第三 の特徴は 、 経

営権 を持 っ た企業の トッ プが自ら参加して い る点で

ある 。 例えば、イ ン ドネシ ア華裔総会工商代表団の

参加者構成 （表4−2）をみると、会長や社長 を務める

者が合わせ て 42 人 （63．6％ ）に もの ぼ り、華人企業

を所有 し、経営の 意志決定を直接行うこ との で きる

華商が参加 して い る こ とが分か る 。 また、副社長、総

支配人、取締役まで含め る と57人 （86．4％）にな り、
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表4−2　イ ン ドネシ ア華裔総会工商代表団の

　　　　　　　参加者構成　　　　　　　（人）

イン ドネシ ア

華 裔総 会 役 員
団　員 合 　計

会長 8 513 （19，7％）

社長 12 1729 （43，9％）

副社長 1 1 （0．2％）

総 支配 人 2 2 （3，0％）

取 締役 1 1112 （18，2％）

部長 2 2 （3，0％）

そ の 他 1 6 7 （10，6％）

合計 23 4366 （100％）

（出 所 〉　「印 尼 華 裔 総 会 工商 代 表 団 　出席 馬 来 西 亜 第 七 届 世 界

　　　華商大会2003 年7 月27 日・30 口 団 員名册 」よ り作成。

参加者の殆どが企業の意志決定に携わる こ との で き

る華商で ある こ とが分か る 。 また、筆者が名刺交換

を行 っ た参加者 59 名の うち、会長 ・社長が 25 名

（42．4％ ）、副社長が 2 名 （3．0％ ）、部長 ・副部長が 8

名 （13．6％）、中華総商会役員 が 11 名 （18．6％ ）、政

府関係者が 8名 （13．6％）、 研究者が 5名 （8．5％）で

あ っ た こ とからも、経営権を持っ た 会長 ・社長 ・副

社長が 自ら積極的に参加 して い る実態が分か るだ

ろ う。

　それは、華人 ビ ジネス 界では信頼関係に基づ い て

即座に意志決定を行うス ピードが重要で あり、「意志

決定の で きる 者が世界華商大会 に参加する こ と で 、

知 り合 っ た華商とす ぐに信頼関係 を築 き、ビ ジネス

へ と ま とめ 上 げ る こ とが で きる」（亜 洲聚氣脂製造厰

私人有限公司の 陳勇銘総裁）  からに 他な ら ない 。 そ

の た め 、い くら多忙な華商であろ うとも、 企業規模

の 大小 を問わず世界華商 大会と い う絶好の ネッ ト

ワーキ ン グ の場に は自らが乗 り込ん で 、 ネ ッ トワ
ー

ク を築き、ビ ジネス をまとめ上げて い る の である 。

　以上 の こ とか ら、華人企業の ネ ッ トワ
ー

キ ン グ活

動 の 主体は華商で あり、彼 らが直接WCEC などの場

に参加 し、事業化 を志向した ネ ッ トワ
ーク を構築し

て い る とい えよう。

4．4WCEC と華商の ネ ッ トワ
ーキ ン グ活動

　 （1）ネ
・
ッ トワ

ー
ク構築を促す WCEC プ ロ グ ラ ム

　第 7 回世界華商大会は 2003 年 7 月27 日 （日）か ら

30 日（水）まで の 4 日間、マ レーシ ア
・ク ア ラ ル ン プー

ル の Sunway 　Lagoon　Resort　Hote1を舞台 に 開催 され

た 〔5｝
。 世界華商大会で は、大会目的に沿 っ て プ ロ グ

ラ ム が組 まれ、主 に   華商 の グ ロ ーバ ル な ネ ッ ト

ワーク構築の場 （カ ク テ ル タ イム
、 会食会 、 企業紹

介ブ
ー

ス や参加企業 による資料配布な ど）、  ビ ジネ

ス界や研究者に よる意見交換や経験 ・知識 の 共有の

た め の ワ
ーク シ ョ ッ プ、  マ レーシ ア の経済 ・文化

に対する理解 を深めるた め の 講演、演舞、視察旅行

の 3 つ に分れ て い た。そ して 、世界各国か ら集 っ た

華商は、こ の よ うなWCEC の公式行事や会食会で機

会を捉え、他の華人企業の華商とビ ジネス ・ネ ッ ト

ワ
ー

クを構築すべ くネ ッ トワ
ーキ ン グ活動を展開し

た の で あ る 。

　 （2）華商 の ネ ッ トワ
ーキ ン グ活動

　華商は、世界華商大会の プ ロ グラ ム で参加者が
一

堂 に会す機会を活用 しなが ら、気軽に 自分か ら声を

掛けて名刺を交換 し、世 間話や ビ ジネス 界 の 情報を

交換 しなが ら、徐々 に 自分の会社の ア ピール して い

た 。 そ して 、 実際の 業務内容などへ と話 を展開して

い きなが ら、よ り多 くの 華商との ネ ッ トワ
ー

ク を構

築す る 「ネ ッ トワ
ー

キ ン グ活動」を展開 して い っ た 。

そ の特徴は、「主体的なネ ッ トワ
ー

キ ン グ活動」 と

「紹介者を介し た ネ ッ トワ
ー

キ ン グ活動」の 2 つ に 分

けるこ と がで きる。

　  主体的ネッ トワーキ ン グ活動

　世界華商大会に参加した華商は 、大会プロ グ ラ ム

の 中に設けられたプロ グ ラ ム や機会 を利用 しなが ら、

自ら声を掛 けて 名刺 を交換し、自身と自社の売込み

を行 い 、よ り多くの華商 と面識 を作ろ うと積極的に

行動 し て い た 。

　例 えば、マ レーシ ア で雑貨の ワ ン プ ラ イス シ ョ ッ

プを経営する Evergreen　Nationwide　Holdingsの徐
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順来董事主席 は、幼馴染 で
一

緒 に 会社 を創業 し、来

日経験もある駱銀宝総経理 とともに WCEC に参加し

て い た 。 彼 ら の 目的は 、ペ ナ ン で 展 開 し て い る

チ ェ
ー

ン 店をマ レ
ー

シ ア全土 に 拡大す る た め に パ ー

トナ ー企業を探す こ とだ っ た。2 人 は宿泊先の ヒ ル

トン ホ テ ル や、大会会場 で 気軽 に 周囲の 華商 に 声 を

掛け 、 名刺を交換 した り、
ビ ジネス 談義花を咲かせ

て い た 。 大会最終日に筆者が パ ー
トナ

ー
企業候補は

見付か っ たか ど うか確認すると、複数社 の 華商 と具

体的な話が出来そうだ と答えた 。

　 華商 の ネ ッ トワ
ー

キ ン グ活動 で は、中国語 と英語

を共通言語としなが ら、その場に居合わせた華商同

士が 自ら気軽 に声を掛 け合い 、名刺 を交換 して 様々

な話題 に つ い て の情報交換をする こ とで 、華商同士

の 個人的な面識 が で きる こ と に な る （華商同士 の 弱

い 個人間関係の構築）。 経済や国際情勢とい っ た
一
般

的な話題 から、自社 の 経営や事業内容 の 紹介 を行 っ

て 、相互 の関心が
一

致する人物とは よ り踏み込ん だ

話に発展 させ て い た 。 そ して、信頼で きる相手か ど

うか を判断 し、共通 の ビ ジネ ス 利害が
一

致 しそうな

場合に は個別に連絡を取 り合っ て、ホ テル や カ フ ェ

な ど の 場所 で改め て商談 を進めるとい っ た場面が見

受けられた （参与観察より）。

　  仲介者を介した ネッ トワ
ーキ ン グ活動

　旧知の華商や、中華総紹介の 役員が知 り合い の 華

商同士 を引き合わせ る こ とで 、 お互 い の ニ
ーズ に

マ ッ チ した新 しい ネ ッ トワークの構築を促す場面 も

数多く見受けられた。こ の 方法は、自分 で 見ず知 ら

ずの華商の 中か ら パ ートナーとなり得る 企業を探す

の に比 べ て 、よ り確実にパ ー トナ
ー

を探 し出す こ と

の で きる方法だ とい え る 。

　例えば、先に紹介 した Evergreen　Nationwide

Holdmgs の 徐順来董事主席は、長年取引 を行 い 、旧

知の 間柄 にある 金森企業有限公司 の 許如湘代表取締

役会長をい つ も連れ立 っ て い た が、また また 会場で

居合わせた同郷出身の慶利有限公司の董事経理に引

き合わせ 、両者の問を取 り持 っ て い た 。 また、7月

30日 の 昼食 で 筆者が同席 した シ ン ガ ポ
ー

ル 中華総商

会企業管理学院の 王賢仁主管は、会員企業で ある光

華企業 （私人）有限公司 の 社長 や 亜洲聚氣脂製造厰

私人有限公 司 の 陳勇銘総裁を同席者に紹介して い た 。

　 こ の ように、世 界華商大会で は集ま っ た 華商同士

が 自分 の 持つ 人脈か ら適切な人物を引き合わせ 、 紹

介する こ とが盛ん に行われ た 。 仲介者を介したネッ

トワ
ー

ク作 りは、自らの ニ ーズ に 合 っ た人物を紹介

して貰える可能性が高く、仲介者が旧知 の仲など信

頼で きる人物で あれ ば、容易に打ち解ける こ とがで

きる メ リッ トもある。

　こ の ように して華人企業の 経営意志決定権を持 っ

た華商が自らネ ッ トワ
ー

キ ン グ 活動をす る こ とで、

他の華人企 業の華商 と広範な 面識を作る こ とが で き

る。しか し、こ の 段階で は華商同士 の 弱い 個人間関

係に留まっ て お り、実際の ビジネス を行う華人企業

同士 の 強固な組織間関係まで に はまだ発展 して い な

い 。 そ こ で 、次に華商同士 の 個人間関係 の 強化をイ

ン タ ビ ュ
ー

に 基づ い て論 じる 。

4．5　華商同士 の 個人間関係 の 強化

　世界華商大会を通 じて、華商 自身が積極的に 面識

を作 り、グ ロ ーバ ル なネッ トワ
ーク と新た なパ ー

ト

ナ
ー

企業探 しを行っ た。そ して 、その ような広範で

ある が 面識程度 の 弱 い 紐帯 の 中 か ら実際 に 自分 の ビ

ジネス とマ ッ チする紐帯 を選び、関係性の密度が高

く信頼感 の あ る 強 い ビ ジ ネス 関係 （強 い 紐帯）へ と

転換 して い る。
こ の ような華商同士 の個人間関係の

強化につ い て 、華商に 姆す る イ ン タ ビ ュ
ー

を基 に整

理 して みたい 。 華商に よ る と、ビ ジネス 展開を意識

する際に は次 の 4 つ の 条件が必要だと述 べ て い る 。

  共通 の 言語 と文化習慣

　華商は 中国系人 で あ る た め 、中国語 とい う共通 の

言語、華人 ビ ジ ネス の 商習慣、中華文化の 価値観を

共有 して い る 。 それによっ て 、相互 に コ ミュ ニ ケー

シ ョ ン を円滑に行うこ とが で きるし、実際 の ビ ジネ

ス に発展 して も華人 ビ ジネス の商習慣や ル ール に基
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つ い て行動す るだ ろ うとい う信頼感が芽生 る重要な

要素 となっ て い る（6＞
。

  華人系商工 団体や信頼で きる華商に よ る橋渡し

　華人企業が華人系商工団体に加入すると、所属 し

た商工 団体の 知名度に よ っ て信頼性や認知度が増す 。

また、団体 の 持 つ ネ ッ トワ
ー

ク （所属団体と他団体

との 関係 や 、団体役員の 社会的ネ ッ トワ ーク）を通

じて関係強化が図る こ とがで きる 。 また 、 華人ネ ッ

トワ
ー

ク内で信頼性 や知名度 の 高い 華人企業や、取

引関係を通じて 強い 関係が構築され て い る華人企業

を経営する華商か らの紹介があれ ば、彼 らの信用が

紹介を受けた華商 （華人企業）にも付与 される、即

ち、仲介者か ら の紹介だか らとい う安心感が生 まれ

るた め、強い 信頼 関係へ と発展 しやすい ω
。

　  華商 と華人企業の信頼度

　 まず、面識の で きた華商が誠実で信頼で きるかと

の 人物評価 が な され る 。 特に、企業の 意志決定権を

握る華商同士が即決即断で ビ ジ ネス を 決 め る こ とが

多い 華人ビ ジネス で は、華商の 人間性は重要で ある 。

そ の た め 、会食を共 に した り、仲介者を通 じて相手

華商の 人物像や信頼性 を確かめ て い る。 さらに、ビ

ジネス や 取引関係まで に発展する過程に お い て は、

必ず調査会社や信頼 で きる仲介者な どを通 じて相手

方企業の財務 ・事業内容の調査 を行い
、 華人企業自

体 の 信用度も確認 され る とい う（8）
。

　  事業に お ける利害の
一

致

　弱い 紐帯か ら ビ ジ ネス が可能な強 い 紐帯へ の 転換

され る際に最も重要な の は 、自社 に と っ て 有益 か ど

うか であ り、事業内容に魅力が なけれ ば ビ ジネス へ

は発展 しな い 。 無論
一

方的に自社が利益 を得る の で

は なく、 共同で ビ ジネス を行うパ ー
トナ

ー
との 信頼

感に基づ い て利益 を平等に分配する こ とを大切に し

て い る とい う（9）
。

　以上 の 4 つ の 条件が満た され る場合、華商は面識

程度の弱い 個人間関係か ら商談が可能な強 い 個人間

関係へ の 転換 して い る。そ して 、強 い 個人 間の 信頼

関係に基づ い て、具体的な商談を進めなが ら徐 々 に

強固な ビ ジネス 関係 を築き、華商同士 の 個人間関係

か ら華人企業同士 へ の 強い 組織間関係へ と境界連結

す る こ とで 、実際の 事業化へ と展開して い る 。

5　結論と今後の 研究課題

　本稿で は 、華人ネ ッ トワ
ーク組織の ブ リ ッ ジ機能

と、華商 の ネ ッ トワ
ー

キ ン グ活動 を通 じた ビ ジネ ス

志向の 華商同士 の 個人間関係 の 形成と強化に つ い て

考察 して きた 。

　まず、SCCCI の 事例 （図 5−1）で は 、第一
に、シ

ン ガポール華人ビジネス界の頂点に位置するSCCCI

は 、主に華人企業 （主な参加者は華商）と業種別華

人商工団体に よっ て構成 されて お り、彼 らとの 間に

ネ ッ ト ワ ーク 関係が 形成 され て い る 。 そ し て 、

SCCCIの 役員 もそれぞれの 会員代表者か ら選出され

る 。 こ の SCCCI の役員は、華人企業の経営者である

とともに、シ ン ガ ポ
ー

ル 社会 の 各種団体 ・政府な ど

の 役 員 も兼任 して お り、SCCCI と華人 企業や 団体 ・

政府 との 間の ネ ッ トワ
ー

クを構築す る役割を果 た し

て い る 。 そ の ため 、 SCCCI に は シ ン ガ ポー
ル （華人）

社会の様々 なネッ トワークが結節して い る こ とから、

SCCCIが連結 ピ ン 組織 と な っ て い る とともに、華人

ビジネス界か ら高い 信頼を得る こ とにつ なが っ て い

る （第
一の ブ リッ ジ機能）。

　 第二 に、SCCCI の活動に は、華人企業 の 意志決定

者で ある華商自らが参加 して お り、その こ とに よっ

て活動に参加 した華商同士が容易 に ネ ッ トワ
ー

ク を

構築す る こ とが 可能で あ る 。 また、SCCCI も自らの

広範で多様なネ ッ トワ
ーク を活 か し、様 々 な活動 を

主催 した り、情報提供を行 っ た りする こ と で 、華商

同士や華商と各種団体や政府、海外との ネ ッ トワー

クが構築で きるよう仕掛けて い る こ とがわかる （第

二 の ブリ ッ ジ機能）。

　 しか し、SCCCI とい うネ ッ トワ
ー

ク組織は、華商

同士が広範囲で多様な関係構築を促進する こ とは明

ら か に で きた が 、そ れ は 面識を作る程度の弱い 紐帯

に過 ぎない 。紐帯の範囲が広 く、類似性の低い 弱い
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図 5−2　華商の ネ ッ トワーキ ン グ活動に よ る個人間弱連結の 形成か ら個人間強連結へ の強化

紐帯 で は、そ の 場 に集 まる メ ン バ ーは バ ラエ テ ィ
ー

に富ん で お り、 多様で有益な情報を得られ る期待が

高い 。 その た め、既存事業の枠を超え た異業種や広

範な関係 を取 り結ぼうとする場合、弱 い 紐帯は非常

に 有益で あろ う。 しか し、実際に取引や 共同事業を

行う場合、華商自身が こ れ らの弱い 紐帯の 中か ら自

社 に有益 な紐帯を選 び、信頼関係の 上 に成 り立 つ 強

い 紐帯へ と強化して い る と考えられ る 。

　次 に、WCEC の 事例 （図 5−2）で は、第
一

に WCEC

の参加者は各国の 中華総商会を通 じて参加 して お り、

各国 の 中華総商会やそ の 役員 ・参加者が持 つ ネ ッ ト

ワ
ー

クを相互 に利用 しなが ら、同
一

国や 他国の華商

との ネ ッ トワ
ーク構築を行うこ とが で きる 。 さら に

華商は、世界的 に張り巡 らされ た ネ ッ トワ
ー

クの 結

節点で あ る世界華商大会の 性質を活用 して 、活発な

ネッ トワーキ ン グ活動 を展開 しなが ら、まずは多様
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性 に豊 み グロ ーバ ル で は あ る力湎 識程度 の 弱 い 華商

同士の個人間関係を形成 して い た 。

　第二 に 、華商の ネ ッ トワ
ー

キ ン グ活動 を通 じて 形

成された弱い 個人間関係は広範囲で あり、 時として

有益な ビ ジ ネス 情報 をもた らすが、実際 の ビ ジ ネス

に発展する ほ どの 強固な信頼感はそ こ に は存在 しな

い 。 華商は、文化 ・言語の 共有や、信頼に足る仲介

者の紹介をベ
ー

ス と して 互 い の信頼感を醸成 し、自

社 の ビ ジ ネス が 相手方企業の 利害 と
一

致し、信頼 で

きる事業内容や財務内容を持つ パ
ー

トナ
ー

企業 （華

商）を選び出し、華商同士の弱い 紐帯を強固で 実際

の ビ ジネス 展開が可能 な信頼感の ある華人企業同士

の強い 紐帯へ と転換する の で ある 。 そして 、 こ の よ

うな転換 には、次の 2 つ の レベ ル が考えられ る 。 そ

れは、最初 に  華商同士 の弱い 個人間関係か ら強 い

個人間関係へ の転換で あり、こ の段階で は まだ新た

な ビ ジネス は展開 で きな い 。しか し、信頼 の 厚 い 紹

介者が存在 した り、面識を作 っ た相手方華商が信頼

に足 る人物 で あ り、そ の 上 で ビ ジネス 利害の
一致が

見 られ れ ば、華商同士 が 新規事業や新規取引を意思

決定 して 、強 い 個人間関係 に基 づ い て 自ら所有 ・経

営する華人企業同士 を境界連結する だ ろ う。
こ の よ

うに して、華人企業同士の強い 組織間関係が形成さ

れ、実際 の ビ ジネス が行われる もの と考えられる 。

華人企業間の新たな事業は 、 華人企業の所有者で あ

り経営者で もある華商がネ ッ トワ
ー

キ ン グ活動を通

じて構築 した こ の ような強い 組織間関係が構築され

て は じめ て 可能 となるの で あり、こ の よ うな信頼関

係に 基 づ い た強固なネ ッ トワ
ー

ク構築の メ カ ニ ズ ム

が 存在す る か ら こ そ、華人企業が 華人ネ ッ トワ
ーク を

活用するこ とで 、柔軟で ダイナ ミ ッ クな企業活動が可

能とな る の である （華人ネ ッ トワーク を介した華人企

業経営の ダ イナ ミズ ム ）。

　 しか し、 本稿の 限界として は 、 華商の ネ ッ トワ
ー

キ ン グ活動を通 じたネッ トワーク構築とその 強化の

プ ロ セ ス を説明 した に 留 まり、事業展開における フ

レ
ー

ム ワ
ーク を提 示 した に 過 ぎない 。 今後 の 研究 の

課題と し て は、第
一

に 、 華人企業同士 の 強 い 組織間

関係 を通 じた事業化 プ ロ セ ス の 理論化につ い て、事

例収集に 基 づ い て精緻化を行う。 第二 に 、 華商は華

人企業の 所有者兼経営者である た め 、華人企 業の意

思決定全般を掌る 重要な役割を担っ て い る 。 そ こ で、

華商の役割で ある ネ ッ トワーク構築や、情報、ビ ジ

ネス ・チ ャ ン ス 、経営資源 を獲得す る 「ゲー
トキ

ー

パ ー」、華人 企 業同士 の組織間関係を構築する 「境界

連結マ ネ
ージ ャ

ー
」、そ して 、経営 の 意思決定 を行う

「意思決定者」の 3 つ に着目しなが ら 、 事業化プロ セ

ス における華商に焦点を絞 っ た 議論 を行 う。 そ して、

第三 に 、 華人 ビ ジネス 界に おける中華文化に根 ざし

た 「信用 （Xjnyong）」を保証する規律や暗黙の ルー

ル につ い て明 らか にす る。 実際の 華人企業間で展開

され る ビジネス活動は、こ の ような規律や ル
ー

ル に

よ っ て 機会主義的行動が抑制され 、信用 が付与され

る こ とで、華人ネ ッ トワ
ー

ク の拡張性や信頼性が高

まっ て い る と考えら れ る 。 そ れ故に、華人企業は市

場化 や 組織化 で はな く、ネ ッ トワ
ー

ク 志向の 経営を

選択 して い る と示唆され 、こ れ が 華人企業の経営ダ

イナ ミ ズ ム を生 ん で い る とい える だ ろ う。 以 上 を 今

後 の 課題 とした い
。
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【注】

ω 　
一
般的に 、 「華僑」 とは故郷 を離れ て 中国籍の

　　 まま海外に在留する移民
一

世 の 中国人を指 し、

　　 「華人」 とは 現地 に定着 して その 国の 国籍を所

　　 持す る二 、三世 の 中国人 を指して い る 。 しか し、

　　 本稿で は特段の 断 りが な い 限 り、国籍に 関係な

　　 く中国本土以外の 国や地域に居住する中国系の

　　 人 々 を 「華人」と呼ぶ 。 また、「華人企業」と

　　 は 、華人 に よっ て所有、経営、支配 された企業

　　 の こ とを指す。

  　 華商とは、中国以外で ビ ジ ネス 活動 を行 い 、華

　　 人企業の 所有と経営を行う華人企業家の こ とを

　　 指す 。

（3，　 2003 年 8月 8 日 （金）、High　Mean 　Ltd社事務

　　 所で の Djoko　Tandiona社長へ の イ ン タ ビュ
ー

　　 による 。

〔4）　 2003 年 8 月 7 日 （木）、亜洲聚氣脂製造厰私人

　　 有限公司事務所 で の イ ン タ ビ ュ
ー

に よ る。

（5♪　 第 7回世界華商大会の プ ロ グ ラ ム は 、「大会資

　　 訊手册」また は大会ホ ーム ペ ージ （www ．7th−

　　 wc   ．com ）を参照 の こ と
。

〔6｝　 2003年8月1 日 （金）、留 日中心事務所 で の 陸

（7）

〔8）

〔8）

 

培春氏及びマ レ
ー

シ ア福聯会役員 の譚栄楷氏へ

の イ ン タ ビュ
ー
、同年 8月7 日 （木）、亜 洲聚氣

脂製造厰私人有限公司事務所 で の イ ン タ ビュ
ー

に よ る。

2003年 7 月 29 日 （火〉の 世界華商大会視察旅

行で の MilestOnes　Intemationalの 王カ
ー

博士、

同年 8月 8 日 （金）の High　Mean 　Ltd社事務所

で の Dloko　Tandiona社長、同年 8 月 1 日 （金）

の 留 日中心事務所 で の 陸培春氏及 びマ レーシ ア

福聯会役員の譚栄楷氏へ の イ ン タ ビ ュ
ーに よ る 。

2003 年 8月 4 日 （月）の 川林企業 （私人）有限

公 司事務所で の林勝三取締役社長と林立豪次

長、同年 8 月7 日 （木）の 亜洲聚氣脂製造厰私

人有限公司事務所で の 陳勇銘総裁へ の イ ン タ

ビュ
ー

に よ る。

2003年 8月 4 日 （月）の 川 林企 業 （私 人）有限

公司事務所で の 林勝 三 取締役社長 と林立豪次

長、同年 8 月7 日 （木）の 亜洲聚氣脂製造厰私

人有限公司事務所で の 陳勇銘総裁へ の イ ン タ

ビ ュ
ー

に よ る 。

注釈 （8）と同 じ。

【参考文献】

Aldrich ，　 H ．
，
　 and 　 Whetten

，
　 D ，　 A ．

， （1981 ）

　　　
‘‘
0脚 tion−sets，　a〔効on −sets　and 　networks ：

　　　 making 　the　most 　of　simplicity ，
”

In　P，　C，

　　　 Nystrom ＆ W ，　 H ．　 Starbuck ． （Eds ．）

　　　 Handbook 　of 　Organiza　tiona1　Design，　Vol．1，

　　　 Oxfbrd　University　Press：Ox 最）rd
，
　England

，

　　　 pp．385−408 ，

陳天璽 （2001）『華人デ ィ ア ス ポ ラ』明石書店 。

方雄普 ・許振礼 （1995）『海外僑団尋踪』中国華僑出

　　　 版社 。

Granovetter，　Mark，（1973）
“
The　Strength　of 　Weak

　　　咀 es
”
舳 e 舳 面   al　ofS   lolo嬲 ，78（6），

　　　 pp．1360・1380．

Granovetter，　Mark，（1982）
“
The　strength 　of　weak

　　　 ties： Anetwork 　theory 　revisited
”

．In

　　　 Marsden ，　P．V ．，　and 　Lin，　N ．　eds ．，　Sociaj

　　　 Structine　and 　Network 　Ana ！ysis，　Newbury

　　　 Park
，
　CA 　Sage．

，
　pp．105−130．

Granovetter
，
　Mark

，（1995）Getting　a 　Job ．　University

　　　 of　Chicago　Press （渡辺栄訳 ，
1998

， 『転職』

　　　 ミネル ヴ ァ 書房）．

Hamilton
，
　Gary （e の ， （1996 ）Asian 　Business

　　　 Networks，　New 　York：Walter　de　Gruyter．

胡軍 ・王霄 ・鍾永平 （2002）「華人企業管理模式及其

　　　文化基rc　一以港 ，台及大陸為例実証研究的初

　　　歩結果」『管理世界』2002年第12期，104−113

一299一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Academy of Internetional Business Studies

NII-Electronic Library Service

Japan 　Aoademy 　of 　工nternetional 　Business 　Studies

華商の ネ ッ トワ
ー

キ ン グ活動 と華人 ネッ トワ
ー

ク組織の ブ リッ ジ機 能 （守）

　　　 ペ ージ。

市川信愛 （1987）『華僑社会経済論序説』九州大学出

　　　版会 。

岩崎育夫 （1997 ）『華人資本の政治経済学』東洋経済

　　　新報社 。

岩崎育夫 （1998＞「多国籍企業化する華人資本」，淙照

　　　彦編著 『華人経済圏 と 日本』有信社 。

李明歓 （1995）「当代海外華人社団研究』厦 門 大学出

　　　 版社 。

守政毅 （2002a）「東南 ア ジア の 華僑 ・華人 と企業 の

　　　発展」『経済論究』第 113 号，九州大学大学

　　　 院経済学会，89−108ペ ー
ジ 。

守政毅 （2002b）「華人企業の発展 と経営の特徴 一

　　　 「世界華商 500」（1994〜2001年）をもとに

　　　 一」『九州経済学会年報］第40 集，九州経済

　　　 学会，229−238 ぺ 冖
ジ。

守政毅 （2003 ）「華商の ネ ッ トワ
ー

キ ン グ活動におけ

　　　 る ブ リ ッ ジ機能 と企業ダイナ ミ ズ ム
ーシ ン ガ

　　　 ポール 中華総商会 （SCCCI ）を中心 に
一」『経

　　　済論究』第 116号 ，
九 州大学大学院経済学会，

　　　 43−62ペ ージ。

Redding，　S．　Gordon．， （1993）The　Spin
’
t　of （】hinese

　　　 Capitali
’
sm ，

　New 　York，　de　GruyteL

Tan，　C．　Z ，Yeung　H ．　W ．　C．
，（2000）

“

［［1e　regiona ］iZating

　　　 of 　Chinese　business　networks ：astudy 　of

　　　 Singaporean　firms　in　Hainan 　Province，

　　　 China
”
　The 　Proffesional　Grographer　52，

　　　 pp．437・454．

王 効平 （2001 ）『華人系資本の 企業経営』日本経済評

　　　 論社 。

王望波 （2001）「東南亜華人企業集団的家族経営及其

　　　発展変化」『南洋問題研究』2001年第 4ma，
　30−

　　　 36 ペ ージ 。

Wu 　Wei −ping，（2000）
“
Transaction　cost ，　cultural

　　　 values 　and 　Chinese　Business　Networks：an

　　　 Integrated　Approach”

，
Chan 　Kwok 　Bun （ed ．）

　　　 （rhinese　Business　Network，　Times　Academic

　 　 　 Press．

【2004 年 8 月 4 日受理】

一300一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


